
【表紙】

　

【提出書類】 四半期報告書の訂正報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第４項

【提出先】 北陸財務局長

【提出日】 平成25年８月１日

【四半期会計期間】 第45期第２四半期（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

【会社名】 KYCOMホールディングス株式会社

【英訳名】 KYCOM HOLDINGS CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　小林　勇雄

【本店の所在の場所】 福井県福井市月見五丁目４番４号

【電話番号】 0776-34-3512（代表）

【事務連絡者氏名】 管理部長　福岡　誠

【最寄りの連絡場所】 福井県福井市月見五丁目４番４号

【電話番号】 0776-34-3512（代表）

【事務連絡者氏名】 管理部長　福岡　誠

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　　

EDINET提出書類

ＫＹＣＯＭホールディングス株式会社(E04858)

訂正四半期報告書

 1/22



１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
１．訂正の経緯　

当社は、第46期第３四半期において、一部子会社の所有する土地について「固定資産の減損に係る会計基準」に基づ

いて減損処理を実施し、特別損失を計上いたしました。

その後、「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」及びその他の会計基準を詳細に検討した結果、固定資産の減

損会計の適用、並びに、関係会社株式及び販売目的ソフトウェアの評価にあたり、将来計画の見積りの十分な精査が行

われていなかったことが判明し、第41期の決算にまで遡及して訂正することといたしました。

　

２．会計処理

固定資産の減損会計の適用、並びに、関係会社株式及び販売目的ソフトウェアの評価にあたり、将来計画の見積りの十

分な精査が行われていなかったため、固定資産の評価、並びに、関係会社及び販売目的ソフトウェアの評価について修

正を行うこととなりました。また、関連当事者との取引の開示について修正を行うこととなりました。

　

これに伴い、当社が平成23年11月11日に提出した第45期第２四半期報告書の記載事項の一部を訂正する理由が生じま

したので、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであり

ます。

なお、訂正後の四半期連結財務諸表につきましては、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により監査を受けており、その監査

報告書を添付しております。

また、四半期連結財務諸表にかかる訂正箇所については、XBRLの修正も行いましたので併せて修正後のXBRL形式の

データ一式(表示情報ファイルを含む)を提出いたします。　

　

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益及び包括利益計算書

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

四半期レビュー報告書

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿を付して表示しております。

　なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第44期
第２四半期
連結累計期間

第45期
第２四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自　平成22年 4月 1日
至　平成22年 9月30日

自　平成23年 4月 1日
至　平成23年 9月30日

自　平成22年 4月 1日
至　平成23年 3月31日

売上高 (千円) 1,507,456 1,512,513 3,211,067
経常利益又は経常損失（△） (千円) △67,572 38,541 △9,695
四半期純利益又は四半期(当期)純
損失（△）

(千円) △108,218 20,117 △100,785

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △55,345 △7,898 △35,968
純資産額 (千円) 1,171,846 1,177,044 1,184,942
総資産額 (千円) 3,010,695 2,901,171 3,026,288
１株当たり四半期純利益金額又は
四半期（当期）純損失金額（△）

(円) △21.29 3.96 △19.83

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 38.5 40.3 38.9
営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 125,419 △70,327 364,881

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △70,379 21,386 △228,978

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 6,946 14,894 △129,844

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 534,963 444,576 478,985

　

回次
第44期
第２四半期
連結会計期間

第45期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成22年 7月 1日
至　平成22年 9月30日

自　平成23年 7月 1日
至　平成23年 9月30日

1株当たり四半期純利益金額又は四半期純損
失金額（△）　　　　　　　　　　（円）

△15.73 5.91

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

　ません。

４．第４４期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号　平成22年6月30日)を適用し、遡及処理しております。

　　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）において営まれている事業の内容に重要な

変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について変更はなく、重要事象等も発生しておりません。なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結累計期間

末日現在において当社グループが判断したものであります。

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の契約等の決定又は締結等はありません。

　　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　①経営成績の分析

　　　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月に発生した東日本大震災とそれに伴う原

　　発問題などの影響で厳しい状況が続いており、復興に向けた官民一体となった政策、対応も強く感

　　じられるものの復興には長時間を要する状況であります。また、雇用不安や個人消費の低迷に加え

　　欧州の債務問題、米国経済の停滞、円高の長期化などが影響し国内景気は横ばいで推移し先行きも

　　不透明な状況であります。

　　　このような状況下で当社グループは、事業の柱であるソフトウエア開発やコンピュータ関連サー

　　ビス事業を中心に、引き続きグループ企業間のきめの細かい連携と提案営業の強化に取り組み、既

　　存顧客の深耕や新規顧客の開拓などで受注獲得に努めてまいりました。

　　　その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、当初の計画より増収となりました。

　　　また、損益面におきましては、売上の増加があったものの受注価格の抑制と実績における粗利率

　　が当初の計画の粗利率を僅かに下回ったため営業利益、経常利益及び四半期利益とも減益となりま

　した。

　　　即ち、売上高は１５億１２百万円（前年同期は、１５億７百万円）、営業利益及び経常利益は、

　　営業利益３３百万円（前年同期は、営業損失１億８百万円）、経常利益３８百万円（前年同期は、経

　　常損失６７百万円）となり、また、四半期純利益は２０百万円（前年同期は、四半期純損失１億８百

　　万円）となりました。なお、前期の売上高には海外子会社の清算に伴い不動産が売却されたことに

　　より、売上高１億２４百万円（売上原価１億２２百万円）が含まれております。
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　なお、部門別の売上高は次のとおりであります。

　

　 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 　
　部門（業務内容）の名称 　　平成22年4月１日から 　　平成23年4月１日から 対前年同期

　 　　平成22年9月30日まで 　　平成23年9月30日まで 増減率（％)

　 　金額(千円) 構成比(%)　金額(千円) 構成比(%)　

ソフトウエア開発及び関連業
務

786,57352.2 899,100
　

59.4
　

14.3

コンピュータ関連サービス 479,81531.8 555,99536.8 15.9
データエントリー 105,134 7.0 41,630 2.8 △60.4
その他 135,933 9.0 15,787 1.0 △88.4
　　　　合　　　計 1,507,456100.0 1,512,513100.0 0.3

　

　 ②財政状態の分析

　　（資産の変動について）

　　　　当第２四半期連結会計期間末の総資産は２９億１百万円となり、前連結会計年度末に比べ

　　　１億２５百万円の減少となりました。流動資産は１１億３７百万円となり、１億５１百万円減少

　　　いたしました。主な要因は、仕掛品（たな卸資産）が５７百万円増加いたしましたが、有価証券

　　　が１億１８百万円、現金及び預金が３４百万円と受取手形及び売掛金が５１百万円減少したこと

　　　によるものであります。
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　　　　固定資産は１７億６２百万円となり、２６百万円増加いたしました。有形固定資産は１２億８６

　　　百万円となり、１４百万円減少いたしました。無形固定資産は８８百万円となり、１６百万

　　　円減少いたしました。投資その他の資産は３億８７百万円となり５７百万円増加いたしました。

　　　　主な要因は、投資有価証券が３９百万円増加したことによるものであります。

　

　　（負債の変動について）

　　　　当第２四半期連結会計期間末の負債は１７億２４百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億

　１７百万円の減少となりました。流動負債は８億７１百万円となり、１億１１百万円減少いたし

　ました。主な要因は、未払金が１億２２百万円減少したことによるものであります。

　固定負債は８億５２百万円となり、５百万円減少いたしました。

　

　　（純資産について）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は１１億７７百万円となり、前連結会計年度末に比べ

　７百万円の減少となりました。主な要因は、当四半期純利益２０百万円の計上とその他有価証

　券評価差額金の減少２７百万円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の３８.９％から４０.３％となりました。

　

　　　③キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営

　業活動によるキャッシュ・フローが７０百万円の支出、投資活動によるキャッシュ・フローが

　　　２１百万円の収入、財務活動によるキャッシュ・フローが１４百万円の収入となったことにより

　　　前連結会計年度末より３４百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末の資金残高は４億４４百

　　　万円となりました。

　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は７０百万円の資金の減少（前年同期は１億２５百万円

　　　の資金の増加）となりました。

　主な要因は税金等調整前四半期純利益３８百万円（前年同期は税金等調整前四半期純損失１億２５

　百万円）、減価償却費３２百万円（前年同期は４４百万円）及び売上債権の減少５１百万円

　（前年同期は９０百万円）等により増加し、たな卸資産の増加５８百万円（前年同期は減少５８

　百万円）その他負債の減少１億２９百万円（前年同期は増加２４百万円）等により減少したもの

　であります。
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　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は２１百万円の資金の増加（前年同期は７０百万円の減

　少）となりました。

　主な要因は、投資有価証券の売却による収入３７百万円（前期同期は８５百万円）等により増

　加し投資有価証券の取得による支出１３百万円（前年同期は１億７百万円）等により減少したも

　のであります。また、前年同期には貸付による支出３０百万円やその他資産の取得による支出

　２０百万円の減少があります。

　

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は１４百万円の資金の増加（前年同期は６百万円）とな

　りました。

　主な要因は、短期借入による収入６億円（前年同期は４億８０百万円）と長期借入による収入

　１億４８百万円（前年同期は６０百万円）により増加し、短期借入金の返済による支出５億９０

　百万円（前期同期は４億３０百万円）と長期借入金の返済による支出１億４３百万円（前年同期

　は１億２百万円）により減少したものであります。

　

　　　④研究開発活動

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

ＫＹＣＯＭホールディングス株式会社(E04858)

訂正四半期報告書

 7/22



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

　
種類 発行可能株式総数(株)
普通株式 16,000,000
計 16,000,000

　

②【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,115,492 5,115,492
大阪証券取引所
JASDAQ

(スタンダード)

単元株式数は1,000株で
あります。

計 5,115,492 5,115,492― ―

(注)　大阪証券取引所（JASDAQ市場）は、平成22年10月12日に同取引所ヘラクレス市場及びNEO市場とともに、新たに開

設された同取引所JASDAQに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所JASDAQ（スタン

ダード）であります。

　　

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　

(4)【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　　

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年７月１日～
　平成23年９月30日

― 5,115 ― 1,612 ― 48
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(6)【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

吉　村　昭　一 東京都三鷹市 978,700 19.13
カズオ ヨシムラ（常任代理人 みずほ
証券㈱）

Singapore, Republic of Singapore
（東京都中央区八重洲二丁目４－１）

517,248 10.11

㈲ソルジャーズ・フィールド・アソシ
エイツ

東京都中央区佃二丁目１－１ 450,000 8.79

KYCOMホールディングス社員　持株会東京都千代田区神田須田町一丁目２－７ 332,000 6.49
㈲ファースト・システムズ 東京都小金井市緑町三丁目２－３２ 305,000 5.96
セント・トーマス・インベストメント
・マネージメント㈱

東京都中央区佃二丁目１－１ 260,000 5.08

小　林　勇　雄 栃木県下都賀郡野木町 247,520 4.83
山　本　保　彦 福井県福井市 123,844 2.42
相　原　能　文 横浜市戸塚区 117,000 2.28
㈱EAGLE ADVANTEK 東京都西東京市芝久保町四丁目４番４Ｂ 108,000 2.11

計 ― 3,439,312 67.23

　　

(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在
区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―
議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―
議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式　　　　　　　　　

33,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式5,059,000 5,059 ―
単元未満株式 普通株式　 23,492 ― ―
発行済株式総数 普通株式5,115,492― ―
総株主の議決権 ― 5,059 ―

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が18,000株（議決権18個）

が含まれております。

　　　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式560株が含まれております。
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②【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
KYCOMホールディングス㈱

福井県福井市月見五丁目４
－４

33,000― 33,000 0.64

計 ― 33,000― 33,000 0.64

(注)　株式名義上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が21,000株（議決権21個）あります。な

お、当該株式は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式に含めております。

　　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７　月１日から平成23

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表について、永昌監査法人により四半期レビューを受けております。

　

　また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂正

後の四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

　なお、永昌監査法人は、平成24年７月１日に太陽ＡＳＧ有限責任監査法人と合併し、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人と名

称を変更しております。　　　
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 478,985 444,576

　 　 受取手形及び売掛金 478,692 427,500

　 　 有価証券 118,150 －

　 　 商品 8,657 9,309

　 　 原材料 550 946

　 　 仕掛品 23,381 80,705

　 　 貯蔵品 266 149

　 　 短期貸付金 63,685 63,710

　 　 繰延税金資産 58,345 54,088

　 　 その他 59,982 58,052

　 　 貸倒引当金 △1,312 △1,047

　 　 流動資産合計 1,289,385 1,137,990

　 固定資産         

　 　 有形固定資産         

　 　 　 建物及び構築物（純額） 489,496 477,999

　 　 　 機械装置及び運搬具（純額） 1,647 1,748

　 　 　 工具、器具及び備品（純額） 40,512 37,546

　 　 　 土地 769,487 769,487

　 　 　 有形固定資産合計 1,301,144 1,286,781

　 　 無形固定資産 105,009 88,607

　 　 投資その他の資産         

　 　 　 投資有価証券 141,596 181,056

　 　 　 長期貸付金 95,601 95,064

　 　 　 繰延税金資産 7,411 27,090

　 　 　 固定化営業債権 34,195 34,195

　 　 　 その他 86,360 84,841

　 　 　 貸倒引当金 △34,672 △34,708

　 　 　 投資その他の資産合計 330,494 387,540

　 　 固定資産合計 1,736,648 1,762,929

　 繰延資産 254 251

　 資産合計 3,026,288 2,901,171
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（単位：千円）

　 　 　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 35,562 34,375

　 　 短期借入金 426,506 446,002

　 　 未払金 122,828 393

　 　 未払費用 232,094 231,546

　 　 未払法人税等 14,475 17,492

　 　 賞与引当金 51,359 51,568

　 　 その他 99,757 89,865

　 　 流動負債合計 982,582 871,244

　 固定負債         

　 　 長期借入金 721,723 717,121

　 　 長期未払金 8,113 8,205

　 　 繰延税金負債 － －

　 　 退職給付引当金 126,789 125,068

　 　 その他 2,136 2,487

　 　 固定負債合計 858,762 852,882

　 負債合計 1,841,345 1,724,127

純資産の部         

　 株主資本         

　 　 資本金 1,612,507 1,612,507

　 　 資本剰余金 48,480 48,480

　 　 利益剰余金 △493,109 △472,992

　 　 自己株式 △8,905 △8,905

　 　 株主資本合計 1,158,971 1,179,089

　 その他の包括利益累計額         

　 　 その他有価証券評価差額金 21,191 △6,207

　 　 為替換算調整勘定 △2,706 △3,072

　 　 その他の包括利益累計額合計 18,485 △9,279

　 少数株主持分 7,486 7,234

　 純資産合計 1,184,942 1,177,044

負債純資産合計 3,026,288 2,901,171
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

売上高 1,507,456 1,512,513

売上原価 1,359,949 1,234,661

売上総利益 147,507 277,852

販売費及び一般管理費 ※1 255,681 ※1 243,920

営業利益又は営業損失（△） △108,174 33,931

営業外収益         

　 受取利息 210 113

　 受取配当金 973 1,812

　 賃貸料収入 8,783 8,748

　 その他 ※2 65,543 ※2 28,374

　 営業外収益合計 75,511 39,048

営業外費用         

　 支払利息 10,846 9,475

　 有価証券運用損 － 7,600

　 減価償却費 6,038 6,551

　 その他 ※3 18,023 ※3 10,811

　 営業外費用合計 34,909 34,438

経常利益又は経常損失（△） △67,572 38,541

特別利益         

　 投資有価証券売却益 2,425 166

　 賞与引当金戻入額 6,154 －

　 未払社会保険料戻入 547 －

　 特別利益合計 9,127 166

特別損失         

　 子会社整理損 65,889 －

　 ゴルフ会員権評価損 900 －

　 固定資産除却損 26 29

　 特別損失合計 66,816 29

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△125,261 38,677

法人税、住民税及び事業税 △12,690 18,811

法人税等調整額 － －

法人税等合計 △12,690 18,811

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△112,570 19,866

少数株主損失（△） △4,352 △251

四半期純利益又は四半期純損失（△） △108,218 20,117

少数株主損失（△） △4,352 △251

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
△112,570 19,866

その他の包括利益         

　 その他有価証券評価差額金 △8,638 △27,399

　 為替換算調整勘定 65,864 △365

　 その他の包括利益合計 57,225 △27,765

四半期包括利益 △55,345 △7,898

（内訳）         

　 親会社株主に係る四半期包括利益 △50,993 △7,647

　 少数株主に係る四半期包括利益 △4,352 △251
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△125,261 38,677

　 減価償却費 34,611 32,431

　 のれん償却額 1,350 734

　 株式交付費償却 114 －

　 繰延資産償却額 － 27

　 受取利息及び受取配当金 △1,184 △1,925

　 支払利息 10,846 9,475

　 子会社整理損 65,889 －

　 貸倒引当金の増減額（△は減少） △481 △229

　 退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,021 △1,720

　 賞与引当金の増減額（△は減少） △6,262 209

　 固定資産除却損 26 29

　 ゴルフ会員権評価損 900 －

　 売買有価証券運用損益 － 7,600

　 投資有価証券売却損益（△は益） △2,425 △166

　 売上債権の増減額（△は増加） 90,012 51,192

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 58,283 △58,254

　 仕入債務の増減額（△は減少） △15,201 △1,186

　 その他の資産の増減額（△は増加） 10,124 3,886

　 その他の負債の増減額（△は減少） 24,454 △129,174

　 小計 149,820 △48,391

　 利息及び配当金の受取額 1,184 1,925

　 利息の支払額 △10,422 △9,254

　 法人税等の支払額 △15,163 △14,607

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 125,419 △70,327

投資活動によるキャッシュ・フロー         

　 定期預金の預入による支出 △600 △600

　 有形固定資産の取得による支出 △4,741 △2,399

　 無形固定資産の取得による支出 － △152

　 投資有価証券の取得による支出 △107,172 △13,540

　 投資有価証券の売却による収入 85,540 37,718

　 貸付けによる支出 △30,000 －

　 貸付金の回収による収入 6,288 511

　 長期未払金の支払による支出 △739 △164

　 その他資産の取得による支出 △20,113 △78

　 その他資産の回収による収入 1,158 90

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △70,379 21,386

財務活動によるキャッシュ・フロー         

　 短期借入れによる収入 480,000 600,000

　 短期借入金の返済による支出 △430,000 △590,000

　 長期借入れによる収入 60,000 148,000

　 長期借入金の返済による支出 △102,953 △143,105

　 自己株式の取得による支出 △99 －

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 6,946 14,894

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △361

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 61,979 △34,408

現金及び現金同等物の期首残高 472,983 478,985

現金及び現金同等物の四半期末残高 534,963 444,576
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自　平成23年7月1日　至　平成23年9月30日)

　 該当事項はありません。

　　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年4月1日　至　平成23年9月30日)
　

該当事項はありません。

　

　　

【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年4月1日　至　平成23年9月30日)

　

該当事項はありません。

　

　　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項　　目
当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年4月1日　至　平成23年9月30日)

税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年4月1日　至　平成23年9月30日)

第1四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月4日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月4日）を適用しております。

　

　　

EDINET提出書類

ＫＹＣＯＭホールディングス株式会社(E04858)

訂正四半期報告書

16/22



【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

　

前第2四半期連結累計期間
(自　平成22年4月 1日
至　平成22年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　平成23年4月 1日
至　平成23年9月30日)

※1　販売費及び一般管理費の主な費用別内訳は下記の

　　 とおりであります。

　

　　 役員報酬　　　　　　　 60,340千円

　　 給料手当　　　　　　　 58,919千円

　　 賞与引当金繰入額　 　　 2,048千円

　　 退職給付費用　　　　　　2,816千円

　　 公租公課　　　　　　　 13,015千円

　　 減価償却費　　　　　　 13,348千円

　　 支払手数料　　　　　　 33,033千円

　

※2　営業外収益「その他」には、雇用調整助成金収入

　　 59,580千円が含まれております。

　

※3　営業外費用「その他」には、為替差損14,131千円

　　 が含まれております。

※1　販売費及び一般管理費の主な費用別内訳は下記の

　　 とおりであります。

　

　　 役員報酬　　　　　　　 60,400千円

　　 給料手当　　　　　　　 70,198千円

　　 賞与引当金繰入額　　　　2,450千円

　　 退職給付費用　　　　　　2,285千円

　　 公租公課　　　　　　　　4,532千円

　　 減価償却費　　　　　　 13,029千円

　　 支払手数料　　　　　　 19,925千円

　

※2 営業外収益「その他」には、雇用調整助成金収入

　　25,893千円が含まれております。

　

※3 営業外費用「その他」には、為替差損5,951千円が

　　含まれております。

　　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第2四半期連結累計期間
(自　平成22年4月 1日
至　平成22年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　平成23年4月 1日
至　平成23年9月30日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 534,963千円
預入期間が３か月超の定期預金 ─千円
現金及び現金同等物 534,963千円

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 444,576千円
預入期間が３か月超の定期預金 ─千円
現金及び現金同等物 444,576千円

　　

(株主資本等関係)

　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年4月1日　至　平成22年9月30日）

　

１. 配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

　

２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が

　当第２四半期連結会計期間末後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

　３.株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年4月1日　至　平成23年9月30日）

　

１. 配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

　

２. 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が

　当第２四半期連結会計期間末後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

　３.株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間(自　平成22年4月1日　至　平成22年9月30日)

　　当社の情報処理事業の売上高及び営業損益の全セグメントに占める割合がいずれも９０％超であり

　概ね単一セグメントとなること、最高経営意思決定機関への報告も単一セグメントとしてなされてい

　ること等により開示を省略いたします。

　

　当第２四半期連結累計期間(自　平成23年4月1日　至　平成23年9月30日)

　　当社の情報処理事業の売上高及び営業損益の全セグメントに占める割合がいずれも９０％超であり

　概ね単一セグメントとなること、最高経営意思決定機関への報告も単一セグメントとしてなされてい

　ること等により開示を省略いたします。

　　

(金融商品関係)

　当第２四半期連結会計期間末(平成23年9月30日)

　　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

　変動が認められないため、記載をしておりません。

　　

(有価証券関係)

　当第２四半期連結会計期間末(平成23年9月30日)

　　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

　変動が認められないため、記載をしておりません。

　　

(デリバティブ取引関係)

　前第２四半期連結会計期間末(平成22年9月30日)

　　当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

　当第２四半期連結会計期間末(平成23年9月30日)

　　当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　　

(企業結合等関係)

　　前第２四半期連結会計期間（自　平成22年7月１日　至　　平成22年9月30日）

　　該当事項はありません。

　

　　当第２四半期連結会計期間（自　平成23年7月1日　 至　　平成23年9月30日）

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

　す。

　

　

項目
前第2四半期連結累計期間
(自　平成22年4月 1日
至　平成22年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　平成23年4月 1日
至　平成23年9月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）

△21円29銭 3円96銭

　　(算定上の基礎) 　 　
四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）（千円） △108,218 20,117
　　普通株主に帰属しない金額の主要な内訳 該当事項はありません。 該当事項はありません。
普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）（千円）

△108,218 20,117

　　普通株式の期中平均株式数(株) 5,083,355 5,081,932

　（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

　おりません。

　

(重要な後発事象)

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年4月1日　　至　　平成23年9月30日）

　　該当事項はありません。

　

　　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年７月31日

KYCOMホールディングス株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　前　川　慎　一　　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　大　和　田　淳　　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているKYCOMホールディ

ングス株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７

月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係

る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、KYCOMホールディングス株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の訂正理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、当監

査法人（旧永昌監査法人）は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成23年11月10日に四半期レビュー報告書を提出し

た。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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